詩・短歌・俳句

	用語
	文語詩
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こうご),口語)詩
	文語（昔の言葉）で書かれた詩。
口語（現代言葉）で書かれた詩。

	形式
	定型詩
自由詩
散文詩
	音数に一定の決まりがある詩（五七…）
音数に決まりがない詩。（原稿用紙は無視）
普通の文章（原稿用紙の書き方）で書かれた詩。

	内容
	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じょじょう),叙情)詩
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じょけい),叙景)詩
EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じょじ),叙事)詩
	作者EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(　),の)心情を中心に書いた詩。
自然EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(　),の)風景を描いた詩。
事件EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(　),や)伝説を表現した詩。


	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひゆ),比喩)法
	ある物事を他の物事に例えて印象を深める方法。

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちょくゆ),直喩)（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(めいゆ),明喩)）…「ようだ」を使う比喩

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いんゆ),隠喩)（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あんゆ),暗喩)）…「ようだ」を使わない比喩

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎ),擬)人法
	人でないものを人のように例える方法。

（例）岩がどっしりと座っている。

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎ),擬)音語
	＝擬態語。音やの声などを表す語。「ざわざわ」「わんわん」

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぎ),擬)態語
	状態や様子などを感覚的に音声化して表現する語。
「にやにや」「うろうろ」「じわじわ」「ぴかり」「てきぱき」

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とうち),倒置)法
	言葉の順序を　逆　にして意味を強める方法。

	EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ついく),対句)法
	調子のよく似た語句を並べて印象を強める方法。

（例）おじいさんは山へ芝刈りに、おばあさんは川へ洗濯に。

	体言止め
	文の終わりを名詞で止め、印象を強める方法。

（例）燃えるような夕日。

	反復法
	同じ言葉を繰り返して印象を強める方法。


連…段落

短歌…五七五七七
俳句…五七五　　　俳句には季節を表す語（季語）が含まれている。
字余り　…決められた字数より多い。

字足らず…決められた字数に足りない。

